
一橋諭叢 第八十七巻 第二号 （58）

不
確
実
性
と
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学

　
　
　
－
憎
報
問
題
か
ら
み
た
「
ケ
イ
ン
ズ
H
古
典
派
論
争
」
1

不
確
実
性
、
情
報
、

経
済
モ
デ
ル

　
本
稿
の
目
的
は
、
不
確
実
性
の
問
題
を
「
情
報
の
問
題
」
と
と

ら
え
、
こ
の
側
面
か
ら
、
欠
イ
ン
ズ
経
済
学
の
特
徴
を
抽
出
す
る

　
　
　
　
（
1
）

こ
と
に
あ
る
。
そ
の
際
、
我
々
は
、
各
種
制
度
の
情
報
処
理
能
カ

と
い
う
問
題
に
注
目
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
間
題
に
対
す
る
古

典
派
お
よ
ぴ
ケ
イ
ン
ズ
の
評
価
を
基
軸
と
し
て
、
両
体
系
の
特
徴

を
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
ポ
ス
ト
H
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
台
頭
に
し
た
が
い
、
ケ
イ
ン
ズ
経

済
学
の
革
新
的
特
徴
が
不
確
実
性
の
重
視
、
歴
史
的
時
間
の
重
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

に
あ
る
と
い
う
見
解
は
、
徐
々
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
極
め
て
一
般
的
な
分
析
角
度
（
視
座
）
と
、
具
体
的

青
　
　
木

正

紀

な
経
済
モ
デ
ル
と
の
間
に
は
、
ま
だ
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
明

ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
は
、
不
確
実
性
と
い
う
一
般

的
視
座
が
、
ど
の
よ
う
な
内
在
的
関
係
（
論
理
的
必
然
性
）
を
も

っ
て
、
具
体
的
な
経
済
モ
デ
ル
に
結
実
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
で
あ
る
。

　
我
々
は
、
不
確
実
性
の
問
題
を
広
く
「
情
報
の
間
題
」
と
と
ら

え
る
。
我
々
の
課
題
は
、
情
報
も
し
く
は
情
報
に
対
す
る
認
識
と

い
う
側
面
か
ら
、
上
記
の
論
理
的
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
議
論
を
、
次
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
論
じ
る
。

第
一
段
　
情
報
の
多
寡
と
種
類
お
よ
び
制
度

第
二
段
　
情
報
に
対
す
る
認
識
と
各
種
制
度
の
情
報
処
理
能
カ
に

　
　
　
　
対
す
る
評
価

180



（59） 不確実性とケインズ経済学

図一　古典派モデルとケインズモデル

貨幣賃金にも
とづく物価決
定

貨幣循環の中
での利子率と
産出量の同時
決定
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1二s
ψ＝∫（州

貨幣数量説

実物的貯蓄投
資による利子
率決定

労働需給にも
とづく産出量
決定

第
三
段
　
情
報
認
識
と
呉
体
的
経
済
モ
デ
ル
の
関
係

　
こ
の
よ
う
な
段
階
分
け
に
お
い
て
決
定
的
に
重
要
な
の
は
、
第

二
段
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
情
報
と
い
う
一
般
的
視
座
と
、
現
実

の
経
済
運
行
を
描
写
す
る
具
体
的
経
済
モ
デ
ル
と
を
結
ぷ
結
節
点

と
な
り
、
経
済
運
行
の
描
写
に
と
っ
て
何
が
重
要
で
あ
る
か
と
い

う
こ
と
に
対
す
る
、
理
論
家
の
見
方
を
議
論
し
て
い
る
の
が
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

の
段
階
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
第
一
段
で
は
、
情
報
と

制
度
に
関
す
る
予
備
的
な
議
論
が
な
さ
れ
、
ま
た
第
三
段
で
は
、

憎
報
認
識
か
ら
導
か
れ
る
経
済
分
析
上
の
基
本
的
諸
事
項
と
経
済

モ
デ
ル
と
の
関
係
が
議
論
さ
れ
る
。

　
我
々
は
こ
の
よ
う
な
議
論
を
古
典
派
、
ヶ
イ
ン
ズ
各
々
に
適
用

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
切
モ
デ
ル
の
背
後
に
あ
る
論
理
的
必
然
性
を
明

ら
か
に
す
る
。
ケ
イ
ン
ズ
と
古
典
派
の
相
違
は
、
（
第
二
段
に
相

当
す
る
）
各
種
制
度
の
情
報
処
理
能
カ
に
対
す
る
評
価
、
こ
れ
の

違
い
と
し
て
検
出
さ
れ
る
。
両
者
の
モ
デ
ル
の
相
違
を
結
果
さ
せ

る
の
は
、
畢
寛
、
両
者
の
情
報
認
識
の
差
に
外
な
ら
な
い
。

　
詳
細
に
入
る
前
に
、
古
典
派
モ
デ
ル
と
ケ
イ
ン
ズ
u
モ
デ
ル
を
・

も
う
一
度
、
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
（
図
一
参
照
）
。

　
古
典
派
モ
デ
ル
の
構
成
は
次
の
三
要
素
か
ら
な
る
。

一
、
貨
幣
数
量
説
の
承
認
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一橋論叢 第八十七巻 第二号 （60）

二
、
実
物
的
貯
畜
、
実
物
的
投
資
に
よ
る
利
子
率
決
定
（
金
融
市

　
　
場
と
生
産
物
市
場
の
双
対
性
）

三
、
労
働
需
給
に
基
づ
く
産
出
量
決
定

　
こ
れ
に
対
し
、
ケ
イ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
は
次
の
三
要
素
か
ら
構
成

さ
れ
る
。

一
、
貨
幣
賃
金
水
準
を
基
礎
と
す
る
物
価
水
準
決
定

二
、
貨
幣
循
環
の
申
で
の
産
出
量
、
利
子
率
の
同
時
決
定
（
こ
れ

　
　
は
次
の
二
つ
を
そ
の
要
索
と
す
る
）

二
A
　
投
下
資
金
回
収
理
論
と
し
て
の
有
効
需
要
論

二
B
　
貨
幣
保
有
均
衡
を
示
す
流
動
性
選
好
理
論

　
我
々
は
、
第
二
節
に
お
い
て
、
情
報
と
制
度
に
つ
い
て
予
備
的

な
考
察
を
す
る
（
第
一
段
に
相
当
）
。
そ
の
後
、
第
三
節
で
は
古

典
派
モ
デ
ル
が
、
第
四
節
で
は
ケ
イ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
が
、
そ
れ
ぞ

れ
、
ど
の
よ
う
な
情
報
認
識
の
基
に
、
構
築
さ
れ
て
い
る
か
を
検

討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
三
（
四
）
節
で
は
、
古
典
派
モ
デ
ル
（
ケ

イ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
）
に
関
す
る
第
二
段
、
第
三
段
が
論
じ
ら
れ
る
。

論
旨
の
概
要
は
、
図
二
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
最
後
の
第
五
節
で

は
、
本
稿
の
主
要
な
結
論
が
三
つ
の
命
題
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。

二
　
情
報
と
制
度

　
経
済
活
動
は
、
自
然
界
と
経
済
社
会
と
の
間
で
の
、
物
的
資
源

の
生
産
、
消
費
、
交
換
と
い
う
代
謝
を
そ
の
基
軸
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
物
的
な
代
謝
を
全
体
と
し
て
調
整
す
る
た

め
に
は
、
何
ら
か
の
情
報
処
理
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
ち
ょ
う
ど
、
人
体
の
神
経
系
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。
．
こ

こ
で
、
処
理
さ
れ
る
べ
き
生
の
情
報
は
、
そ
の
経
済
社
会
の
構
成

員
の
持
っ
て
い
る
諸
資
源
、
嗜
好
、
生
産
技
術
な
ど
の
情
報
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
そ
の
主
体
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
を
表
示
し
て
い

る
。　

さ
て
、
経
済
活
動
を
情
報
の
側
面
か
ら
見
る
時
、
ま
ず
問
題
と

な
る
の
は
、
情
報
が
分
権
的
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ

＾
4
〕る

。
そ
れ
は
自
己
に
関
す
る
情
報
以
外
の
情
報
、
す
な
わ
ち
、
他

者
に
関
す
る
情
報
を
直
接
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
事

実
で
あ
る
。
情
報
の
分
権
的
存
在
と
い
う
事
実
は
、
複
数
の
独
立

主
体
が
存
在
す
る
経
済
に
お
い
て
は
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い

情
報
上
の
難
題
で
あ
る
。
こ
の
間
題
を
何
ら
か
の
工
夫
に
よ
っ
て

処
理
し
な
い
か
ぎ
り
、
円
滑
な
経
済
活
動
は
困
難
に
な
る
。
分
権

的
に
存
在
し
て
い
る
各
主
体
の
生
の
情
報
を
ま
と
め
あ
げ
、
主
体
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（61） 不確実性とケインズ経済学

に
と
っ
て
有
用
な
形
に
加
工
し
、
そ
れ
を
伝
達
す
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
経
済
活
動
に
と
．
っ
て
必
要
な
情
報
は
、
大
き
く
二
つ
の
方
向
に

集
約
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
一
般
的
な
財
の
間
の
交

換
比
率
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
実
際
に
交
換
が
行
な
わ
れ
る
と

い
う
局
面
で
の
、
交
換
相
手
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
通
常
、
前
者
を
取
り
扱
う
も
の
と
し
て
、
市
場
機
構
（
価
楕
機

構
）
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
市
場
機
構
の
役
割
は
、
分
権
的
に
存

在
す
る
生
の
惜
報
の
あ
る
部
分
を
、
価
格
と
い
う
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

に
集
約
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
価
格
の
本

質
的
機
能
は
、
情
報
の
伝
達
に
あ
る
。
一
方
、
交
換
相
手
に
関
す

る
情
報
は
、
交
換
媒
体
を
用
い
る
と
い
う
工
夫
に
よ
っ
て
処
理
さ

れ
る
。
情
報
の
分
権
的
存
在
と
い
う
事
実
は
、
集
権
的
な
形
で
の

交
換
の
形
成
を
排
除
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、
た
と

え
交
換
比
率
が
需
給
の
一
致
を
保
証
し
て
い
た
と
し
て
も
、
依
然

と
し
て
、
交
換
は
個
別
主
体
間
で
行
な
わ
れ
ざ
る
を
得
ず
、
他
者

に
関
す
る
情
報
の
欠
如
、
も
し
く
は
、
欲
求
の
不
一
致
が
交
換
を

難
し
く
す
る
。
交
換
媒
体
の
使
用
は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
を
軽
減

す
る
た
め
の
工
夫
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
情
報
の
分
権
的
存
在
に
対
処
す
る
工
夫
と
し
て
、

通
常
、
市
場
機
構
と
交
換
媒
体
の
使
用
（
間
接
交
換
）
と
い
う
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

つ
の
制
度
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
経
済
活
動
を
行
な
う
に
際

し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
外
に
、
経
済
活
動
全
体
の
枠
組
み
を
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

る
社
会
的
な
基
盤
と
し
て
の
司
法
体
系
が
必
須
で
あ
る
。
特
に
、

経
済
活
動
に
対
し
て
最
も
重
要
な
事
項
は
、
契
約
の
履
行
を
強
制

す
る
法
権
カ
の
存
在
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
司
法
体

系
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
以
下
の
分
析
を
行

な
う
こ
と
に
す
る
。

　
我
々
は
こ
れ
ま
で
、
惜
報
の
分
権
的
存
在
と
い
う
事
実
か
ら
始

め
て
、
そ
れ
に
対
処
す
る
た
め
の
二
つ
の
制
度
と
し
て
、
市
場
機

構
と
間
接
交
換
を
抽
出
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
情
報
処
理
に
対

す
る
排
他
的
な
組
合
せ
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
資
本
主
義
経
済
に

お
い
て
現
実
に
採
ら
れ
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
実

証
分
析
と
し
て
の
古
典
派
モ
デ
ル
、
ケ
イ
ン
ズ
H
モ
デ
ル
、
両
モ

デ
ル
の
楽
通
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
古
典
派
、
ケ
イ
ン
ズ
と
も
に
、
市
場
機
構
が
何
ら
か

の
程
度
で
作
動
し
、
交
換
が
あ
る
交
換
媒
体
を
用
い
て
取
り
行
な

わ
れ
る
よ
う
な
経
済
を
、
分
析
の
対
象
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
市
場
機
構
は
、
財
の
間
の
交
換
比
率
を
形
成
す
る
も
の
・

で
あ
る
が
、
こ
の
交
換
比
率
は
、
次
の
二
種
類
の
情
報
を
集
約
し

183



一橘論叢 第八十七巻 第二号 （62）

図二　情報構造，経済制度およびモデル

古典派モデル
間

接
交

〃＝肋〃
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／慧葉膿議財．
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構
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間 Wage 〃＝1二

接 ㏄onomy
交 ∫＝s
換

ケインズモデル

て
、
伝
達
す
る
と
い
う
使
命
を
負
っ
て
い
る
。

一
、
現
在
情
報
－
現
在
で
の
主
体
の
状
況
を
反
映

二
、
将
来
情
報
　
　
将
来
で
の
主
体
の
状
況
を
反
映

　
こ
の
両
者
は
、
全
く
別
々
に
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し

か
し
、
概
念
上
は
、
こ
れ
ら
を
区
別
し
て
お
い
だ
方
が
よ
い
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
不
確
実
性
と
い
う
も
の
が
本
質
的
に
立
ち
現
わ

れ
る
局
面
－
将
来
情
報
と
い
う
局
面
1
を
明
瞭
に
す
る
か
ら

で
あ
る
。

　
不
確
実
性
と
は
、
基
本
的
に
は
、
利
用
可
能
な
情
報
が
欠
如
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
「
不
確
実
性
」
と
「
危
険
」
と
の
区

別
は
、
既
に
周
知
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
後
者
が
、
何
ら
か

の
確
率
計
算
を
許
す
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
前
者
は
、
こ
れ
を

許
さ
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
事
を
情
報
の
多

寡
と
い
う
点
か
ら
見
る
な
ら
ぱ
、
不
確
実
性
と
い
わ
れ
る
も
の
の

方
が
、
危
険
と
い
わ
れ
る
も
の
に
比
べ
て
、
利
用
可
能
な
情
報
が

少
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
不
確
実
性

が
問
題
と
な
る
の
は
、
将
来
情
報
に
関
し
て
で
あ
る
。
実
は
、
ヶ

イ
ン
ズ
と
古
典
派
の
相
違
は
、
将
来
情
報
に
関
す
る
こ
の
不
確
実

性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
と
い
う
問
題
と
関
係
し
て
い
る
。
次

節
以
降
で
検
討
す
る
の
は
、
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
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＾
7
）

　
　
　
三
　
古
典
派
と
将
来
情
報

　
古
典
派
は
、
不
確
実
性
と
そ
の
対
応
機
構
で
あ
る
諸
制
度
に
関

し
て
、
次
の
い
ず
れ
か
を
想
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
古
典
派

の
情
報
に
関
す
る
認
識
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で

　
＾
畠
）

き
る
。（

A
）
任
意
の
実
物
財
に
つ
い
て
現
物
市
場
、
先
物
市
場
（
も
し

　
く
は
、
条
件
付
財
の
市
場
）
が
完
備
。

（
B
）
将
来
情
報
の
不
足
は
、
現
在
の
経
済
活
動
に
顕
著
な
影
響

　
を
与
え
な
い
。
か
つ
、
．
現
物
市
場
は
完
備
し
て
い
る
。

　
（
A
）
の
想
定
ぼ
、
所
謂
「
ア
ロ
ー
1
ー
デ
プ
リ
ュ
ー
」
型
の
完

全
市
場
の
想
定
で
あ
る
。
こ
の
想
定
の
下
で
は
、
市
場
機
構
の
交

換
比
率
と
い
う
形
で
の
情
報
の
形
成
、
伝
達
は
、
完
全
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
将
来
情
報
は
、
確
実
に
知
ら
れ
て
い
る
か
、
も
し

く
は
、
少
な
く
と
も
、
確
率
計
算
が
許
さ
れ
る
だ
け
の
確
実
性

－
危
険
の
水
準
　
　
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

将
来
情
報
に
対
し
て
も
不
確
笑
性
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な

完
全
市
場
の
下
で
は
、
主
体
は
、
実
物
財
の
配
分
、
分
配
を
か
な

り
直
接
的
に
解
く
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
、
実
物
財
の
価
値

（
稀
少
性
）
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
か
な
り
明
確
に
知
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

る
か
ら
で
あ
る
。
財
の
価
値
は
、
相
対
価
格
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

そ
こ
で
は
、
実
物
財
の
配
分
、
分
配
が
、
相
対
価
格
と
い
う
憎
報

伝
達
手
段
を
用
い
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
い
か
な
古
典
派
と
い
え
ど
も
、
こ
の
よ
グ
な
完
全
市

場
の
想
定
を
お
い
て
、
現
実
の
経
済
を
分
析
し
た
と
は
考
え
ら
れ

　
＾
9
）

な
い
。
畢
寛
、
我
々
は
、
（
E
）
の
想
定
に
古
典
派
的
な
憎
報
認

識
を
見
い
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
．
の
想
定
の
特
徴
は
、
将
来
情

報
の
不
足
が
、
現
在
の
経
済
活
動
に
顕
著
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
排
除
し
て
、
先
物
市
場
の
不
備
、
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
不
確
実

性
が
、
現
在
の
経
済
活
動
を
阻
害
し
な
い
と
考
え
る
所
に
あ
る
。

結
局
、
こ
の
想
定
は
、
現
在
の
経
済
活
動
を
、
あ
る
時
間
視
野
の

中
で
完
結
さ
せ
、
そ
の
視
野
の
外
に
あ
る
要
因
の
影
響
を
、
事
実

上
、
無
視
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
間
視
野
の
中
で
、

市
場
は
完
備
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
主
体
は
、
実
物
財
処

分
に
必
要
な
憎
報
を
価
樒
と
い
う
形
で
確
実
に
入
手
し
う
る
。
故

に
、
我
々
は
、
（
B
）
の
想
定
に
お
い
て
も
、
実
物
財
処
分
に
関

し
て
、
情
報
の
不
足
と
そ
れ
に
伴
う
経
済
活
動
の
混
乱
に
逢
着
す

る
こ
と
は
な
い
。

　
（
A
）
、
（
B
）
い
ず
れ
の
想
定
に
お
い
て
も
、
主
体
は
実
物
財

処
分
に
際
し
、
十
分
な
情
報
を
入
手
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
市
場
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機
構
で
形
成
さ
れ
る
価
格
と
い
う
情
報
伝
達
手
段
を
通
し
て
与
え

ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
想
定
を
と
る
場
合
、
貨
幣
は
、
主
と
し
て
交
換
媒

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
0
）

体
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
交
換
相
手
に
関
す
る
情
報
の

不
足
に
対
処
す
る
。
交
換
媒
体
と
し
て
の
貨
幣
は
、
交
換
を
容
易

k
す
る
。
こ
の
意
味
で
、
貨
幣
は
経
済
の
効
率
性
を
高
め
る
。
貨

幣
（
交
換
媒
体
）
が
重
要
な
貢
献
を
す
る
の
は
、
こ
の
局
面
で
あ

る
。
た
だ
し
、
ひ
と
た
び
こ
の
貨
幣
交
換
制
が
確
立
さ
れ
て
し
ま

っ
た
な
ら
ぱ
貨
幣
は
、
実
物
財
の
処
分
に
対
し
て
、
全
く
影
響
を

与
え
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
交
換
制
が
確

立
し
た
暁
に
は
、
佳
意
の
貨
幣
量
で
そ
の
制
度
を
運
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
そ
の
成
果
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
（
貨
幣
の
中
立
性
）
。

　
契
約
は
、
実
物
財
の
処
分
を
意
図
し
て
結
ぱ
れ
る
が
、
そ
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、

問
題
と
な
る
の
は
相
対
価
楕
で
あ
る
。
当
該
の
想
定
の
下
で
は
、

、
　
　
、

相
対
価
格
は
確
実
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
に
は
、
任

意
の
タ
ー
ム
で
契
約
が
結
ぱ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
契
約
に
よ
る

実
物
財
の
処
分
に
変
わ
り
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
実
物
財
の
処
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
1
）

は
、
契
約
単
位
の
選
択
に
は
影
響
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
我
々
は
、
古
典
派
が
、
不
確
実
性
と
そ
れ
に
対
処
す

る
制
度
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
を
検
討

し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
現
れ
て
く
る
経
済
像
は
、
相
対
価
樒
を
指

標
に
し
て
実
物
財
の
処
分
を
計
る
実
物
都
門
と
、
実
物
財
の
交
換

を
容
易
に
す
る
機
構
と
し
て
の
貨
幣
部
門
と
い
う
、
二
つ
の
、
分

断
さ
れ
た
部
門
か
ら
な
る
経
済
で
あ
る
。
古
典
派
の
モ
デ
ル
は
、

こ
の
よ
う
な
経
済
の
運
行
を
写
し
出
す
た
め
に
構
築
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
古
典
派
モ
デ
ル
の
三
要
素
は
、
上
記
の
よ
う
な
情
報
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
2
〕

識
を
そ
の
基
盤
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
実
物
的
貯
蓄
、
投
資
に
よ
る
利
子
率
決
定
と
、
労
働
需
給
に
よ

る
産
出
量
決
定
は
、
と
も
に
、
実
物
部
門
の
現
実
描
写
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。

（
1
）
将
来
情
報
に
関
す
る
不
確
実
性
が
存
在
し
な
い
、
も
し
く

は
、
主
体
行
動
に
重
大
な
影
響
を
与
え
な
い
と
い
う
想
定
の
下
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

は
、
貯
蓄
が
退
蔵
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
故
に
、
利
子
率

が
正
常
に
働
く
か
ぎ
り
、
フ
ロ
ー
（
経
常
）
の
貯
蓄
と
投
資
は
均

等
し
、
生
産
物
の
一
般
的
過
剰
は
発
生
し
な
い
。

（
2
）
労
働
の
需
給
は
、
実
物
財
の
分
配
比
率
で
あ
る
実
質
賃
金

率
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
る
。
労
働
契
約
は
、
実
物
財
の
分
配
比
率

を
確
定
す
る
と
い
う
形
で
お
こ
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
当
該
の
想

定
下
で
は
、
実
物
部
門
が
、
実
物
財
の
処
分
を
完
金
に
決
定
し
う

681



（65） 不確実性とケインズ経済学

ケインズ体系の
構成要素

貨幣個値の安定
・（貨幣賃金の粘着性〕

　　ω＝ω

．投下資金の額面回収

（有効需要の原理〕

　　∫＝S
金融資産の保有
（流動性選好理論〕

　　L＝〃

図三　ケインズと将来憎報

貨幣経済

貨幣ターム
め契約締結

金融資産
金融市場一

の形成

（貨幣当刷

経済主体の対応

憎報の獲得

戦絡的意志
決定の回避

不確実性＿

（繍報）

る
と
い
う
上
記
の
事
実
に

対
応
し
て
い
る
。

　
一
方
、
貨
幣
数
量
説
は
、

貨
幣
交
換
制
の
描
写
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
既

に
、
貨
幣
交
換
制
が
確
立

し
た
経
済
を
念
頭
に
お
く

か
ぎ
り
、
古
典
派
の
貨
幣

は
、
実
物
都
門
を
覆
う
ヴ

ェ
ー
ル
で
し
か
な
い
。
確

か
に
バ
将
来
情
報
の
欠
如

が
間
題
と
な
ら
な
い
よ
う

な
経
済
に
お
い
て
は
、
貨

幣
の
中
心
的
機
能
は
、
交

換
媒
体
と
し
て
の
そ
れ
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
貨
幣
を

価
値
貯
蔵
手
段
と
し
て
保

蔵
す
る
よ
う
な
誘
因
も
存

在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は

貨
幣
が
常
に
、
財
交
換
の

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
貨

幣
の
存
在
が
、
実
物
財
の
処
分
に
決
定
的
影
響
を
与
え
る
と
い
う

事
実
は
排
除
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
）

　
　
　
四
　
ケ
イ
ン
ズ
と
将
来
情
報

　
ケ
イ
ン
ズ
は
、
古
典
派
と
異
な
り
、
次
の
よ
う
な
想
定
を
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
〃
）
任
意
の
実
物
財
に
つ
い
て
、
現
物
市
場
お
よ
ぴ
先
物
市
場

　
が
完
備
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
、

（
∬
）
将
来
情
報
の
不
足
は
、
現
在
の
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
旭
）

　
を
及
ぽ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　
（
κ
）
の
背
後
に
は
、
将
来
情
報
は
、
本
質
的
に
不
確
実
性
を

孕
む
も
の
だ
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
の
認
識
が
あ
る
。
現
在
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

主
体
が
、
少
な
く
と
も
自
己
の
将
来
の
状
況
に
関
し
て
、
か
な
り

は
っ
き
り
と
し
た
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
先
物
市
場
の

成
立
は
難
し
い
。
何
故
な
ら
、
そ
う
で
な
い
か
ぎ
り
、
先
物
市
場

で
結
ぱ
れ
る
契
約
が
、
自
分
に
と
っ
て
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
、
現
時
点
で
は
評
価
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
自
己
に
関
す
る
将
来
情
報
す
ら
不
足
し
て
い
る
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
は
、
先
物
市
場
の
形
成
は
限
定
さ
れ
た
も
の
に
な
ら
ざ
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る
を
え
な
い
。
こ
の
状
況
で
は
、
集
約
、
伝
達
さ
れ
る
べ
き
生
の

情
報
そ
れ
白
体
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
（
R
）
の
背
後
に
は
、
現
在
の
経
済
活
動
が
将
来
お
よ

び
過
去
の
そ
れ
と
不
可
分
に
結
ぴ
つ
い
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、

将
来
お
よ
ぴ
過
去
の
状
況
を
表
わ
す
情
報
は
、
現
在
の
経
済
活
動

に
重
大
な
影
響
を
与
え
う
る
と
い
う
、
ケ
イ
ン
ズ
の
惜
報
認
識
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
現
在
の
経
済
活
動
を
あ
る
時
間
視

野
の
中
で
完
結
さ
せ
て
考
え
よ
う
と
す
る
古
典
派
の
方
法
と
好
対

を
な
し
て
い
か
。
ケ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
、
経
済
活
動
は
、
常
に
、

将
来
に
向
か
っ
て
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
（
κ
）
か
つ
（
R
）
の
想
定
の
下
で
は
、
将
来
情
報
の
不
足
と

い
う
事
実
は
無
視
で
き
な
い
。
市
場
機
構
は
依
然
と
し
て
、
情
報

の
集
約
・
伝
達
を
行
な
う
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
も
は
や
、
十
分

な
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
処
理
さ
れ
る
べ
き
生
の
情
報
が
不

足
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て

は
、
市
場
機
構
が
常
に
、
現
在
の
経
済
活
動
を
十
分
に
調
整
し
尽

く
す
と
い
う
保
証
、
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
、
主
体
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す

る
で
あ
ヶ
う
か
。
一
般
的
な
対
応
と
し
て
、
次
の
二
つ
の
方
向
が

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
焔
〕

考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〈
一
〉
情
報
の
獲
得
　
不
確
実
性
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
利

用
可
能
な
情
報
が
著
し
く
欠
如
し
て
い
る
状
態
を
言
う
。
一
般
に

経
済
情
報
は
、
市
場
機
構
の
働
き
に
よ
り
、
価
格
と
い
う
形
に
加

工
さ
れ
て
伝
達
さ
れ
る
。
市
場
機
構
を
前
提
に
す
る
か
ぎ
り
、
将

来
情
報
の
欠
如
は
、
将
来
時
点
で
の
価
格
が
不
明
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
現
れ
る
。
主
体
は
、
こ
の
将
来
価
楕
に
つ
い
て
、
何
ら
か

の
期
待
を
し
て
行
動
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
期
待
形
成
に
際
し
、
主

体
は
、
あ
る
程
度
、
情
報
の
獲
得
に
努
め
る
で
あ
ろ
う
。

〈
二
〉
戦
略
的
意
志
決
定
の
回
避
　
も
う
一
つ
の
方
向
は
、
所
謂
、

戦
略
的
意
志
決
定
琴
芭
需
阻
o
ま
o
邑
昌
目
芽
ぎ
o
q
を
避
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
？
〕

と
す
る
方
向
で
あ
る
。
こ
こ
で
戦
略
的
意
志
決
定
と
は
、
そ
れ
に

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

基
づ
く
行
為
が
長
期
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
主
体
の
状
況
を
規
定
し

て
し
ま
う
よ
う
な
意
志
決
定
を
意
味
し
て
い
る
。
将
来
情
報
が
不

足
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
主
体
は
、
期
待
を
基
に
行
動

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
こ
の
時
、
期
待
が
常
に
、
正
し
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
期
待
が
誤
っ
て
い

た
時
の
事
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
誤
っ
た
期
待
に

基
づ
く
行
為
が
、
も
し
も
容
易
に
変
更
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
を

主
体
に
負
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
な
ら
ぱ
、
そ
の
主
体
は
、
期
待

の
誤
り
故
に
、
大
き
な
損
失
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
戦
略
的
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意
志
決
定
の
回
避
は
、
こ
の
よ
う
な
期
待
の
誤
り
に
よ
私
損
失
を
、

最
小
限
に
く
い
と
め
た
い
と
い
う
主
体
の
態
度
を
反
映
し
て
い
る
。

　
ケ
イ
ン
ズ
は
、
上
記
の
よ
う
な
二
方
向
の
対
応
が
、
現
実
の
経

済
現
象
の
ど
こ
に
現
わ
れ
て
い
る
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な

わ
ち
、
ケ
イ
ン
ズ
の
情
報
認
識
（
将
来
情
報
の
欠
如
と
そ
の
重
要

性
）
か
ら
導
か
れ
る
経
済
分
析
上
の
基
本
的
事
項
は
、
何
な
の
で

あ
ろ
う
か
。

　
情
報
の
獲
得
と
い
う
方
向
は
、
期
待
の
誤
り
を
少
な
く
し
よ
う

と
す
る
方
向
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
期
待
さ
れ
る
べ
き
将
来
価
格

を
変
動
さ
せ
る
原
因
と
し
て
、
次
の
二
つ
が
上
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

＾
蝸
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

、
つ
。一

　
経
済
状
況
の
実
質
的
変
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
）

二
　
価
直
標
準
の
価
値
の
変
化

　
こ
の
内
、
前
者
は
、
あ
る
意
味
で
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

将
来
情
報
の
不
確
実
性
が
、
将
来
に
お
け
る
経
済
状
況
（
主
体
の

資
源
保
有
、
嗜
好
、
生
産
技
術
な
ど
の
実
態
）
そ
の
も
の
の
不
確

定
性
を
内
包
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
を
完
全
に
払
拭
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
者
は
、
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
場

合
、
価
直
標
準
と
は
、
繰
り
延
べ
払
い
契
約
に
お
け
る
契
約
単
位

を
意
味
す
る
。
契
約
は
、
期
待
さ
れ
た
価
楕
の
下
で
、
最
も
望
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

し
い
実
物
財
の
処
分
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
単
位
を
用
い
て

結
ぱ
れ
る
。
契
約
の
履
行
と
は
、
一
般
に
、
そ
の
指
定
さ
れ
た
単

位
の
一
定
量
を
授
受
す
る
こ
と
で
あ
る
。
故
に
、
契
約
単
位
の
価

値
の
変
動
は
、
そ
れ
が
予
知
さ
れ
て
い
て
、
既
に
、
契
約
内
容
に

加
味
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
契
約
で
意
図
さ
れ
た
実
物
財
の
処

分
を
撹
乱
す
る
こ
と
に
な
る
。
繰
り
延
べ
支
払
契
約
が
存
在
す
る

経
済
に
お
い
て
、
価
値
標
準
の
価
値
の
変
動
は
、
望
ま
し
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

で
は
な
い
。
求
め
ら
れ
る
の
は
、
繰
り
延
べ
支
払
契
約
の
安
定
的

、

な
価
直
標
準
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
も
、
こ
の
よ
う
な

も
の
が
手
に
入
る
な
ら
ぱ
、
将
来
価
格
の
期
待
形
成
に
際
し
て
、

そ
の
変
動
因
の
一
つ
が
除
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
現
実
の
経
済
に
お
い
て
、
。
繰
り
延
べ
支
払
の
価
値
標
準
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
貨
幣
単
位
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
貨
幣

単
位
は
、
他
の
単
位
に
比
べ
て
繰
り
延
べ
支
払
の
安
定
的
標
準
と

な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
特
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
言
い

か
え
れ
ぱ
、
貨
幣
の
個
値
が
、
他
の
財
に
比
べ
、
時
間
を
通
し
て

安
定
的
と
な
る
よ
う
な
要
因
（
必
然
性
）
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
、
よ
う
な
要
因
と
し
て
ケ
イ
ン
ズ
は
、
次
の
諸
要
因
と
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
売
）

ら
の
相
乗
。
効
果
を
考
え
て
い
る
。

（
a
）
貨
幣
の
諸
特
性
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（
b
）
貨
幣
賃
金
の
安
定

（
C
）
貨
幣
当
局
の
貨
幣
価
値
安
定
化
政
策

　
貨
幣
は
次
の
三
つ
の
特
性
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
流
動
性
打
歩
が
持
越
費
用
を
越
え
る
。
生
産
お
よ
び
代
替

の
弾
力
性
が
極
め
て
低
い
。
こ
れ
ら
の
特
性
は
貨
幣
を
特
殊
な
資

産
と
な
し
、
こ
の
形
で
の
価
値
の
貯
蔵
を
促
す
。
こ
れ
は
貨
幣
の

評
個
が
他
の
財
に
比
べ
て
動
き
に
く
い
と
い
う
性
質
を
生
み
出
す
。

一
方
、
貨
幣
賃
金
の
安
足
は
、
そ
れ
が
す
べ
て
の
生
産
物
の
主
要

費
用
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
生
産
物
価
椿
の
安
定
を

促
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
に
よ
る
だ
け
で
は
、
貨
幣

価
値
の
安
定
は
ま
だ
十
分
で
は
な
い
。
ケ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
、
貨

幣
価
値
安
定
の
最
終
的
な
依
り
所
と
な
る
の
は
、
貨
幣
当
局
の
働

き
で
あ
る
。
貨
幣
が
他
の
財
に
比
べ
て
、
価
直
標
準
と
し
て
の
機

能
を
よ
り
よ
く
遂
行
し
う
る
の
は
、
他
の
財
と
は
異
な
り
、
そ
の

価
値
の
安
定
を
計
り
う
る
一
つ
の
機
構
（
貨
幣
当
周
）
が
存
在
す

る
か
ら
で
あ
る
。
貨
幣
当
局
の
物
価
安
定
政
策
は
、
貨
幣
単
位
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
〕

使
用
に
重
大
な
責
任
を
負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
貨
幣
単
位
の
契

約
、
こ
れ
が
基
本
的
事
項
の
一
つ
で
あ
る
。

　
一
方
、
戦
略
的
意
志
決
定
の
回
避
は
、
ど
の
よ
う
な
現
象
と
関
■

係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
方
向
で
の
極
端
な
反
応
は
、
戦

略
的
意
志
決
定
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
全
く
し
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
自
分
の
経
済
カ
を
、
最
も
変
更
可
能
な
形

態
で
保
持
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
形
態
で
保
持

し
た
ら
、
最
も
変
更
が
容
易
で
あ
る
か
は
、
そ
の
経
済
の
制
度
に

依
存
し
て
い
る
。
経
済
発
展
は
、
経
済
活
動
の
中
に
あ
る
固
定
性
、

も
し
く
は
不
可
逆
性
の
影
響
を
極
カ
少
な
く
す
る
よ
う
な
諸
制
度

を
生
み
出
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
戦
略
的
意
志
決
定
と
考
え
ら
れ

る
よ
う
な
経
済
活
動
の
範
囲
を
狭
め
、
経
済
行
動
の
「
流
動
化
」

を
図
ろ
う
と
す
る
努
カ
の
結
果
で
あ
る
。
不
確
実
性
が
あ
る
状
況

の
下
で
は
、
不
可
逆
的
行
為
の
遂
行
は
、
非
常
に
難
し
い
。
現
代

経
済
の
制
度
の
多
く
は
、
不
確
実
性
と
そ
れ
に
対
す
る
反
発
の
閲

か
ら
生
じ
て
い
る
。

　
金
融
資
産
の
形
成
、
金
融
市
場
の
発
展
は
、
こ
の
よ
う
な
方
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
娑

で
の
典
型
的
現
象
で
あ
る
。
金
融
資
産
－
特
に
株
式
－
が
、

戦
略
的
意
志
決
定
の
最
も
重
要
な
例
で
あ
る
物
的
資
本
財
の
蓄
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
羽
）

（
実
物
投
資
）
に
与
え
る
影
響
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
比
較

的
に
戦
略
的
意
志
決
定
を
嫌
う
大
多
数
の
主
体
か
ら
、
そ
れ
を
恐

れ
な
い
小
数
の
主
体
に
、
富
の
処
分
権
を
移
す
。
後
者
が
実
物
投

資
の
推
進
主
体
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
金
融
資
産
の
形
成
お
よ
ぴ
金
融
市
場
の
発
展
は
、
次
の
よ
う
な
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＾
2
4
）

諸
要
因
の
相
棄
効
果
に
よ
っ
て
い
る
。

（
”
）
金
融
資
産
の
特
性

（
y
）
金
融
取
引
主
体
の
安
定
性

（
Z
）
貨
幣
当
局
の
金
融
統
制

　
金
融
資
産
は
、
実
物
財
に
比
べ
て
、
市
場
の
形
成
が
容
易
に
な

る
よ
う
な
藷
特
性
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
財
の
同
質
性
、

可
分
性
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
金
融
取
引
主
体

が
安
定
的
な
市
場
の
維
持
に
努
め
て
い
る
か
ぎ
り
、
他
の
主
体
は
、

金
融
資
産
へ
の
需
給
決
意
を
戦
略
的
意
志
決
定
と
考
え
る
必
要
は

な
く
、
金
融
資
産
へ
の
需
給
は
、
金
融
取
引
主
体
に
十
分
な
利
益

を
与
え
る
規
模
で
喚
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
金
融
市
場

の
背
後
に
、
常
に
、
戦
略
的
意
志
決
定
の
回
避
（
上
り
根
本
的
に

は
、
将
来
に
対
す
る
不
確
実
性
）
が
潜
ん
で
い
る
か
ぎ
り
、
金
融

市
場
は
潜
在
的
な
不
安
定
性
を
免
れ
え
な
い
。
こ
こ
に
、
貨
幣
当

局
に
よ
る
金
融
統
制
の
必
要
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
金
融
取
引
主

体
の
安
定
性
を
保
証
し
、
金
融
市
場
の
混
乱
を
極
カ
抑
止
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
潜
在
的
不
安
定
性
が
表
面
に
現
れ
る
の
を
防

止
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
貨
幣
当
局
の
金
融
統
制
の
目
的
で
あ
る
。

　
金
融
資
産
の
形
成
と
金
融
市
場
の
発
展
、
こ
れ
が
二
つ
目
の
基

本
的
事
項
で
あ
る
。

　
不
確
実
性
の
重
視
と
い
う
ケ
イ
ン
ズ
の
情
報
認
識
は
、
上
述
の

よ
う
に
、
貨
幣
単
位
を
用
い
た
契
約
と
、
金
融
資
産
の
形
成
お
よ

ぴ
金
融
市
場
の
発
展
と
い
う
二
つ
の
基
本
的
事
項
に
集
約
的
に
表

わ
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
済
に
お
い
て
は
、
貨
幣
単
位
の
契
約

が
経
済
活
動
の
中
枢
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
不
確
実
性
を
認

め
る
当
該
の
想
定
の
下
で
は
、
貨
幣
の
価
値
標
準
と
し
て
の
機
能
・

が
、
完
全
で
あ
る
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
貨
幣
単
位
が

用
い
ら
れ
る
の
は
、
貨
幣
を
特
徴
づ
け
る
藷
要
因
、
な
か
ん
ず
く

貨
幣
当
局
の
存
在
の
故
で
あ
る
。
こ
こ
に
古
典
派
に
は
な
い
、
貨

幣
単
位
使
用
に
対
す
る
必
然
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
貨
幣

は
、
そ
の
諸
特
性
の
た
め
に
特
殊
な
金
融
資
産
と
な
る
。
貨
幣
以

外
の
金
融
資
産
の
形
成
、
そ
し
て
金
融
市
場
の
発
展
は
、
貨
幣
を
、

交
換
媒
体
と
し
て
で
は
な
く
、
代
替
的
金
融
資
産
と
し
て
、
そ
の

構
成
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ケ
イ
ン
ズ
が
考
え
た
経
済
は
、
貨
幣
を
そ
の
本

質
的
要
素
と
し
て
含
ん
だ
経
済
で
あ
る
。
「
貨
幣
は
不
可
欠
か
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
巧
）

特
有
な
仕
方
で
経
済
機
構
の
う
ち
に
入
り
込
む
。
」
そ
し
て
、
「
貨

幣
の
重
要
性
は
本
質
的
に
は
そ
れ
が
現
在
と
将
来
と
を
緒
ぶ
連
鎖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
6
）

で
あ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
。
」
貨
幣
は
、
将
来
情
報
の
欠
如
（
不
確

実
性
）
に
対
抗
す
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
る
。
貨
幣
を
論
ず
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る
時
、
ケ
イ
ン
ズ
は
そ
の
重
要
性
を
将
来
と
の
関
係
で
考
え
て
い

た
。
そ
の
意
味
で
、
ケ
イ
ン
ズ
が
重
視
し
た
貨
幣
の
機
能
は
、
契

約
の
面
直
標
準
と
し
て
の
機
能
と
、
価
値
貯
蔵
手
段
と
し
て
の
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

能
、
こ
の
二
つ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
’　

ケ
イ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
は
、
貨
幣
を
本
質
的
要
素
と
し
て
含
ん
だ

こ
の
よ
う
な
経
済
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
貨
幣
賃
金
に
基
路
を
お
く
物
価
水
準
の
決
定
は
、
貨
幣
単
位
で

の
契
約
と
い
う
制
度
の
一
つ
の
基
盤
を
示
唆
し
て
い
る
。
貨
幣
賃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
㎎
〕

金
の
水
準
は
諸
価
格
水
準
の
基
準
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま

た
貨
幣
価
値
（
物
価
の
逆
数
）
の
基
準
に
な
る
と
言
い
か
え
て
も

よ
い
。
こ
の
貨
幣
価
値
の
安
定
が
貨
幣
単
位
で
の
契
約
、
貨
幣
を

契
約
単
位
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
情
報
の
不
足
を
補

お
う
と
す
る
こ
と
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

貨
幣
賃
金
の
安
定
性
（
粘
着
性
）
は
、
経
済
の
摩
擦
的
要
因
で
あ

り
、
取
り
は
ら
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

逆
に
、
経
済
の
安
定
化
要
因
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

結
周
、
ケ
イ
ン
ズ
が
、
貨
幣
賃
金
引
き
下
げ
政
策
を
採
ら
ず
、
貨

幣
賃
金
の
安
定
性
を
政
策
目
標
に
し
た
の
は
、
貨
幣
経
済
の
基
盤

と
も
い
え
る
貨
幣
賃
金
を
安
易
に
動
か
し
て
、
貨
幣
の
契
約
単
位

と
し
て
の
機
能
を
犯
し
、
経
済
全
体
に
悪
影
響
を
与
え
る
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
彗

得
策
で
な
い
と
考
え
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　
投
下
資
金
の
回
収
理
論
と
し
て
の
有
効
需
要
理
論
は
、
貨
幣
単

位
で
の
契
約
お
よ
び
貨
幣
単
位
で
の
経
済
計
算
に
基
礎
を
お
く
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

業
の
、
利
潤
極
大
化
行
動
を
描
写
す
る
も
の
で
あ
る
。
貨
幣
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

で
の
生
産
要
素
支
払
契
約
を
結
ぶ
企
業
は
、
そ
の
投
下
資
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
総
供
給
価
格
）
を
少
な
く
と
も
回
収
で
き
る
だ
け
の
売
上
額
（
総

需
要
価
格
）
が
期
待
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
生
産
を
行
な
わ
な
い
。

貨
幣
価
値
が
安
定
し
て
い
る
時
に
は
、
投
下
資
金
（
こ
の
中
に
は

正
常
利
潤
も
合
ま
れ
る
）
の
回
収
は
、
貨
幣
単
位
で
結
ぱ
れ
た
契

約
の
中
に
体
化
さ
れ
て
い
る
実
物
財
の
処
分
計
画
を
、
擾
乱
す
る

こ
と
な
く
達
成
す
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
貨
幣
価
値
が
不
安
定
な

時
に
は
、
投
下
資
金
の
額
面
回
収
は
、
投
下
資
金
の
実
質
価
値
と

回
収
額
の
そ
れ
と
の
間
に
不
一
致
を
生
じ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
貨

幣
価
値
が
減
価
（
増
価
）
す
る
よ
う
な
イ
ン
フ
レ
（
デ
フ
レ
）
状

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

況
に
お
い
て
は
、
額
面
回
収
は
、
少
な
い
（
多
く
の
）
実
質
価
値

の
回
収
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
投
下
資
金
の
額
面
回
収
と

い
う
企
業
行
動
は
、
貨
幣
単
位
の
契
約
が
そ
の
中
枢
を
な
す
よ
う

な
貨
幣
経
済
で
の
、
企
業
の
、
最
低
隈
の
要
求
で
あ
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
、
貨
幣
価
値
の
安
定
が
あ
る

程
度
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
。
急
激
な
貨
幣
価
値
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（71） 不確実性とケインズ経済学

の
変
動
は
、
企
業
の
経
済
計
算
を
不
能
に
さ
せ
、
結
果
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
）

有
効
需
要
理
論
の
適
用
を
不
可
能
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
貨
幣
保
有
の
均
衡
を
表
わ
す
流
動
性
選
好
理
論
は
、

金
融
資
産
選
択
に
関
す
る
描
写
と
考
え
ら
れ
る
。
上
述
し
た
よ
う

に
、
本
質
的
な
金
融
現
象
は
、
将
来
の
不
確
実
性
に
対
応
し
て
、
戦

略
的
意
志
決
定
を
い
か
に
軽
減
し
、
い
か
に
分
担
す
る
か
と
い
う

事
に
関
係
し
て
い
る
。
流
動
性
選
好
理
論
は
、
こ
の
よ
う
な
金
融

市
場
の
有
様
を
、
貨
幣
需
給
と
い
う
観
点
か
ら
表
現
し
た
も
の
で

あ
る
。
流
動
性
選
好
理
論
に
関
係
し
て
、
次
の
点
が
指
摘
さ
れ
る
。

（
1
）
一
貨
幣
は
、
そ
の
特
性
の
故
に
、
他
の
金
融
資
産
に
比
べ
て
、

高
い
流
動
性
打
歩
を
も
つ
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
貨
幣
が

契
約
の
単
位
と
し
て
使
用
さ
れ
る
事
、
お
よ
ぴ
そ
れ
が
一
般
的
交

換
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
事
、
こ
の
二
つ
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ

壷
〕

る
。
貨
幣
の
高
い
流
動
性
打
歩
は
、
貨
幣
を
め
ぐ
る
諸
要
因
が
相

乗
的
に
働
い
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

　
貨
幣
の
保
蔵
と
貨
幣
利
子
率
の
高
位
安
定
は
、
こ
の
流
動
性
打

歩
の
高
さ
に
関
係
し
て
い
る
。

　
保
蔵
竺
言
う
ま
で
も
な
く
、
貨
幣
循
環
に
お
け
る
淀
み
を
意
味

す
る
。
有
効
需
要
理
論
は
、
投
下
資
金
の
回
収
理
論
と
理
解
さ
れ

る
。
こ
れ
が
、
産
出
量
決
定
理
論
と
し
て
用
い
ら
れ
う
る
の
は
、

貨
幣
循
環
に
何
ら
か
の
淀
み
が
存
在
し
う
る
時
の
み
で
あ
る
。
何

故
な
ら
、
保
蔵
の
不
在
は
、
佳
意
の
水
準
で
の
資
金
回
収
を
保
証

す
る
か
ら
で
あ
る
。
．
貨
幣
の
保
蔵
は
、
有
効
需
要
理
論
を
産
出
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

決
定
理
論
と
し
て
用
い
る
際
の
、
重
要
な
前
提
条
件
で
あ
る
。

　
圭
た
、
貨
幣
利
子
率
の
高
位
安
定
は
、
他
の
資
産
の
新
規
需
要

を
抑
圧
す
る
。
貨
幣
利
子
率
は
、
既
存
資
産
の
収
益
率
を
代
表
し

て
い
る
。
新
規
の
資
産
は
、
こ
の
収
益
率
を
越
え
る
だ
け
の
収
益

率
が
期
待
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
需
要
さ
れ
な
い
。
ケ
イ
ン
ズ
が
貨

幣
利
子
率
と
限
界
効
率
と
の
関
係
で
論
じ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
で

　
（
糾
）

あ
る
。（

2
）
金
融
資
産
の
蓄
積
、
金
融
市
場
の
整
備
に
伴
い
、
金
融
市

場
に
お
け
る
金
融
取
引
の
流
動
化
が
急
速
に
進
む
。
こ
れ
に
よ
り
、

主
体
の
金
融
資
産
選
択
の
可
変
性
は
増
大
し
、
貨
幣
当
局
の
行
な

う
金
融
統
制
の
影
響
は
迅
速
に
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

金
融
統
制
は
依
然
と
し
て
、
金
融
取
引
主
体
の
意
志
決
定
（
特
に
、

期
待
形
成
）
へ
の
影
響
を
通
し
た
間
接
的
操
作
を
そ
の
主
軸
と
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
操
作
は
、
金
融
市
場
の
背
後
に
潜
む
不
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

実
性
の
反
映
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
金
融
取
引
主

体
の
考
え
が
粘
着
的
で
あ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
よ
う
な
操
作
は
無
効

で
あ
り
、
一
方
、
そ
れ
が
浮
動
的
で
あ
る
か
ぎ
り
、
金
融
市
場
の
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一橘諭叢 第八寸七巻 第二号 （72）

安
定
は
常
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
五
　
諸
命
題

　
我
々
は
、
古
典
派
の
モ
デ
ル
と
ケ
イ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
が
、
そ
れ

ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
な
情
報
認
識
の
下
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を

検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
作
業
に
よ
っ
て
、
ヶ
イ

ン
ズ
経
済
学
の
革
新
的
特
徴
が
不
確
実
性
の
重
視
に
あ
る
と
い
う

見
解
の
具
体
的
意
味
を
、
よ
り
明
確
に
し
う
る
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。
不
確
実
性
の
重
視
は
、
貨
幣
の
重
視
と
表
裏
一
体
を
な
し

て
い
る
。
上
記
の
作
業
か
ら
、
次
の
諸
命
題
が
主
張
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。

〈
命
題
一
〉

　
古
典
モ
デ
ル
は
、
情
報
に
対
す
る
確
実
性
の
想
定
か
ら
、
一
方
、

ケ
イ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
は
、
（
将
来
）
情
報
に
対
す
る
不
確
実
性
の

想
定
か
ら
、
適
当
な
論
理
的
関
係
を
も
っ
て
演
緯
す
る
こ
と
が
で

き
る
o

〈
命
題
二
〉

貨
幣
の
主
た
る
機
能
に
関
し
て
、

古
典
派
は
、
交
換
媒
体
機
能

を
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
ケ
イ
ン
ズ
は
、
貨
幣
を
将
来
情
報
の
不

足
に
対
処
す
る
た
め
の
一
っ
の
手
段
と
考
え
、
そ
の
価
直
標
準
機

能
と
価
値
貯
蔵
機
能
を
重
視
す
る
。

〈
命
題
三
〉

　
ケ
イ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
は
、
厳
密
な
意
味
で
の
貨
幣
経
済
を
描
写

す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
、
ケ
イ
ン
ズ
が
提
出
し
た
失
業
の
原
因

は
、
貨
幣
経
済
に
固
有
の
諸
特
性
－
貨
幣
賃
金
の
粘
着
性
、
貨

幣
の
保
蔵
、
貨
幣
利
子
率
の
不
適
当
な
動
き
1
に
そ
の
源
泉
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
残
さ
れ
た
間
題
は
、
古
典
派
と
ケ
イ
ン
ズ
の
情
報
認
識
の
違
い

が
、
何
に
由
来
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
お
こ
う
。

　
第
一
点
は
、
両
者
の
分
析
視
野
、
も
し
く
は
、
分
析
態
度
の
違

い
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
は
主
と
し
て
、
短
期
的
な
分
析
視
野
の
中

で
研
究
を
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
古
典
派
は
、
長
期
的
な
視

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

野
に
立
っ
て
経
済
が
向
う
べ
き
正
常
状
態
の
分
析
に
カ
を
注
ぐ
。

こ
の
よ
う
な
古
典
派
の
分
析
態
度
を
ヶ
イ
ン
ズ
は
認
め
な
い
。

「
こ
の
よ
う
な
長
期
的
観
点
は
、
現
在
の
事
柄
に
つ
い
て
は
誤
謬

49’
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（73） 不確実性とケインズ経済挙

を
生
じ
や
す
い
。
長
期
的
に
み
る
と
わ
れ
わ
れ
は
み
な
死
ん
で
し

　
　
（
〃
）

ま
う
。
L
ケ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
短
期
的
視
野
で
の
分
析
こ
そ
、
重
要

な
検
討
課
趣
で
あ
っ
た
。
ケ
イ
ン
ズ
の
強
み
も
、
ま
た
、
ヶ
イ
ン

ズ
の
弱
み
も
、
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
点
は
、
金
融
、
貨
幣
現
象
に
お
く
両
者
の
カ
点
の
違
い
で

あ
る
。
古
典
派
に
と
っ
て
、
経
済
の
中
心
的
意
味
は
、
実
物
的
要

因
の
中
に
あ
る
。
貨
幣
は
、
実
物
的
要
因
を
助
け
る
と
い
う
点
で

の
み
意
味
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
貨
幣
軽
視
の
風
潮
に
は
、
重

商
主
義
と
の
対
立
と
い
う
学
説
史
上
の
背
景
が
反
映
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。
古
典
派
の
カ
点
は
、
何
と
か
し
て
貨
幣
と
い
う
ヴ

ェ
ー
ル
雀
取
り
払
い
、
実
物
的
要
因
を
明
示
的
に
扱
お
う
と
す
る

所
に
あ
る
。

　
ヶ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
も
、
経
済
の
中
心
的
意
味
が
実
物
的
要
因

に
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
た
だ
、
ケ
イ
ン
ズ
に
と
っ
て
貨

幣
は
単
な
る
ヴ
ェ
ー
ル
と
し
て
取
り
払
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
金
融
・
貨
幣
現
象
が
、
実
物
的
な
経
済
構
造
に
重
大
な

影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
貨
幣
が
実
物
的
な
要

因
に
カ
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
た
原
因
と
し
て
、
ケ
イ
ン
ズ
は
、

貨
幣
投
資
契
約
の
普
及
、
貨
幣
利
潤
を
目
指
す
企
業
家
的
生
産
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
魂
）

普
及
、
生
産
期
間
の
長
期
化
を
あ
げ
て
い
る
。
貨
幣
的
要
因
の
実

物
的
要
因
に
与
え
る
影
響
と
い
う
視
点
こ
そ
、
ケ
イ
ン
ズ
が
終
姶

保
持
し
た
視
点
で
あ
う
た
。

　
　
（
1
）
　
著
者
は
、
前
稿
〔
2
5
〕
に
お
い
て
「
ケ
イ
ン
ズ
H
古
典
派
論

　
　
　
争
」
を
、
ケ
イ
ン
ズ
『
一
般
理
論
』
の
生
成
と
い
う
側
面
か
ら
検

　
　
討
し
た
。
そ
こ
で
の
緒
論
は
、
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
本
質
が
、

　
　
「
生
産
の
貨
幣
理
諭
」
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か

　
　
し
、
「
生
産
の
貨
幣
理
論
」
そ
の
も
の
に
関
す
る
前
稿
で
の
論
述

　
　
は
、
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
前
稿
の
主
眼
が
、

　
　
二
般
理
論
』
の
形
成
史
に
お
か
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
本
稿

　
　
　
の
目
的
は
、
「
生
産
の
貨
幣
理
諭
」
そ
の
も
の
が
よ
っ
て
来
た
る

　
　
前
提
を
、
憎
報
の
側
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味

　
　
で
、
本
稿
は
、
前
稿
の
姉
妹
編
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
（
・
一
ロ
ピ
ン
ソ
ン
〔
刎
〕
や
－
．
デ
ピ
ヅ
ド
ソ
ン
〔
2
〕
署
一
く

　
　
－
＜
－

　
（
3
）
　
こ
の
段
階
を
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
な
ら
っ
て
、
ヴ
ィ
ジ
目
ン

　
　
と
呼
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
に
よ
れ
ぱ
、
ヴ

　
　
ィ
ジ
冒
ン
と
は
、
「
社
会
状
態
の
基
礎
的
特
徴
に
つ
い
て
の
理
論

　
　
家
の
見
方
で
あ
っ
て
、
一
定
の
時
代
の
社
会
生
活
を
理
解
す
る
た

　
　
め
に
な
に
が
重
要
で
あ
り
、
な
に
が
重
要
で
な
い
か
に
つ
い
て
の

　
　
見
方
」
で
あ
る
。
〔
2
3
〕
－
宅
・
－
昌
l
N
、
も
ち
ろ
ん
、
シ
ュ
ン
ペ

　
　
ー
タ
ー
の
曽
う
ヴ
ィ
ジ
ヨ
ン
が
、
本
稿
で
取
り
扱
わ
れ
る
憎
報
問

　
　
題
を
は
る
か
に
越
え
た
、
社
会
、
経
済
的
動
向
全
般
に
関
す
る
理

　
　
論
家
の
認
識
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
（
4
）
　
ハ
ー
ヴ
ィ
チ
〔
7
〕
、
青
木
昌
彦
〔
2
6
〕
。
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（
5
）
　
市
場
機
構
、
間
接
交
換
以
。
外
の
諸
制
度
に
つ
い
て
は
、
青
木

　
昌
彦
〔
2
6
〕
の
中
の
諸
論
文
を
参
照
せ
よ
。

（
6
）
　
宮
沢
健
一
〔
2
7
〕
　
、
？
心
1
い
。
o
？
S
－
寒
。

（
7
）
　
第
三
、
四
節
の
議
論
の
概
要
は
、
図
二
に
よ
っ
て
示
三
れ
る
。

（
8
）
　
ロ
ピ
ン
ソ
ン
は
ほ
ぼ
同
様
の
解
釈
を
行
な
っ
て
い
る
。
〔
2
1
〕

　
○
や
－
ま
1
刈
．
し
か
し
、
古
典
派
モ
デ
ル
を
特
定
個
人
の
名
と
縞

　
ぴ
つ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
古
典
派
的
見
解
を
示
す
文
献
に
つ

　
い
て
は
、
注
（
1
2
）
を
参
照
せ
よ
。

（
9
）
　
こ
。
の
こ
と
は
、
現
代
の
ネ
オ
H
ワ
ル
ラ
シ
ア
ン
の
経
済
学
に

　
対
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
純
粋
な
論
理
の
構
成
と
そ
の
現
実
佛
適

　
用
と
は
、
常
に
、
区
別
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ア
ロ
ー
〔
ユ
〕
。

（
1
0
）
　
ピ
グ
ー
〔
岨
〕
第
四
章
、
特
に
勺
o
・
宝
ー
ざ
・

（
1
1
）
　
も
ち
ろ
ん
、
古
典
派
も
現
実
描
写
に
お
い
て
は
、
契
約
の
単

　
位
が
貨
幣
単
位
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
古
典
派

　
の
理
論
的
な
構
造
を
検
討
す
る
か
ぎ
り
、
契
約
単
位
と
し
て
貨
幣

　
単
位
が
使
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
必
然
性
は
な
い
。

（
1
2
）
　
古
典
派
的
見
解
を
示
す
文
猷
と
し
て
、
ま
ず
リ
カ
ー
ド
〔
2
2
〕
、

　
ミ
ル
〔
〃
〕
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
貨
幣
と
実
物
体
系
と
の
間
の
関

　
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
箇
所
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
辿
　
　
1
　
　
〒
，
　
　
　
’
〃
　
　
　
　
　
㌧
i

時
瞬

ヰ
圏

滝
茸
　
づ
・

含
兼

減
藩

弓
？
ω
宝
－
o

　
　
弓
3

ω
｛
仙
．
、
、
　
｛
旨
－
o

毛
－
望
1
ω

　
勺
二
ま

毫
8
ω
l
o

　
や
ま
傘

　
℃
．
簑
N

○
甲
－
H
N
l
ω

　
や
山
主

　
マ
ー
シ
ャ
ル
を
主
軸
と
す
る
ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
新
古
典
派
の
貨
幣
理

論
は
、
リ
カ
ー
ド
、
ミ
ル
に
み
ら
れ
る
（
純
粋
）
古
典
派
的
な
貨

　
幣
観
か
ら
の
漸
次
的
脱
却
を
示
し
て
い
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
〔
1
6
〕

　
弓
勺
■
H
①
l
N
ビ
グ
ー
〔
㎎
〕
勺
勺
、
ム
ω
1
ひ
一
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
〔
1
9
〕

電
．
ω
－
－
N
ー
ケ
イ
ン
ズ
〔
8
〕
〔
9
〕
〔
1
0
〕
。

（
1
3
）
　
ケ
イ
ン
ズ
の
分
析
手
法
を
用
い
る
な
ら
ば
、
実
物
的
貯
蓄
が

　
退
蔵
さ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
財
の
流
動
性
打
歩
が
持
越
費
用
を

　
越
え
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
不
確
実
性
の
不
在
は
前
者
を

　
ひ
く
め
、
一
方
、
実
物
財
の
持
越
費
用
は
一
般
に
高
い
と
考
え
ら

　
れ
る
か
ら
、
当
該
の
想
定
の
下
で
は
、
退
蔵
は
お
こ
り
に
く
い
で

　
あ
ろ
う
。

（
1
4
）
　
本
節
の
議
論
に
関
し
て
は
、
図
三
を
参
照
せ
よ
。

（
∬
）
　
ケ
イ
ン
ズ
〔
1
0
〕
序
文
や
o
■

（
1
6
）
　
ケ
イ
ン
ズ
は
長
期
期
待
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
惰
性
と
血
気

　
を
強
調
し
た
。
〔
1
0
〕
勺
甲
－
S
I
－
ご
．
O
や
－
o
．
o
ー
ド
　
ケ
イ
ン

　
ズ
は
本
稿
で
あ
げ
た
二
つ
の
方
向
を
明
示
的
に
述
ぺ
て
は
い
な
い
。

　
し
か
し
、
こ
の
二
つ
の
方
向
は
ケ
イ
ン
ズ
の
分
析
と
矛
層
す
る
も

　
の
で
は
な
い
。

（
η
）
．
サ
イ
モ
ン
〔
2
4
〕
市
や
o
o
ω
1
干
勺
ラ
o
o
α
－
ド

（
1
8
）
　
ケ
イ
ン
ズ
〔
8
〕
弓
、
宍
艮
。

（
1
9
）
　
本
稿
で
の
、
貨
幣
の
機
能
の
分
類
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
に
従
っ

　
て
い
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
の
分
類
は
次
の
よ
う
に
表
わ
さ
れ
る
。
マ

　
ー
シ
ャ
ル
〔
1
6
〕
や
旨
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
〔
2
0
〕
ぎ
F
ω
・
モ
・
σ
・
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O
　
　
　
E
1
．
9
藩
…
暑
○
　
　
　
目
H
0
口
　
　
o
ρ
　
　
皇
喀
嵩
σ
箒
犀
｝
λ
冨
目
　
…
．
昌
き
鶉
き
F
＋
　
　
　
蜆

阯
　
　
　
o
彗
含
…
禽
姜
毒
義
毒
　
○
艮
靭
…
．
江
く
　
　
自
饅
　
　
凹
ξ
犠
ざ
隔
耐
　
　
　
r
津
含
…
減
O
　
　
　
O
『
　
　
　
　
　
一
。
o
｛
　
　
自
。
風
目
溝
H
，
　
　
o
く
報
鮎
癖
艘
　
｝
一
　
　
里
罵
爵
轟
喬
　
o

■
誉
織
暑
■
畑
斉
票
』

○
肖
o
｝
里
昌
岬
o

（
2
0
）
　
ケ
イ
ン
ズ
〔
1
0
〕
勺
？
N
害
－
σ
o
．
o
．
o
o
o
g
o
？
N
0
o
山
－
占

（
2
1
）
　
ケ
イ
ン
ズ
『
貨
幣
改
革
論
』
〔
8
〕
は
、
ほ
ぽ
全
編
に
わ
た

　
り
、
こ
の
事
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
2
）
　
古
典
派
が
金
融
市
場
を
無
視
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
彼
等
の
考
え
た
金
融
市
場
（
貸
付
市
場
）
は
、
実
質
的

　
に
は
、
実
物
財
の
貸
借
市
場
で
あ
り
、
不
確
実
催
に
対
処
す
る
た

　
め
に
、
実
物
財
と
は
異
な
る
特
性
を
持
つ
金
融
賢
産
を
生
み
だ
し
、

　
そ
れ
を
売
買
す
る
よ
う
な
、
本
質
的
な
意
味
で
の
金
融
市
場
で
は

　
』
な
い
。
ミ
ル
〔
η
〕
o
1
ω
o
o
ド

（
2
3
）
　
ケ
イ
ン
ス
〔
1
0
〕
O
．
－
、
o
．

（
2
4
）
　
デ
ピ
ヅ
ド
ソ
ン
〔
2
〕
第
十
章
。

（
鴉
）
　
ケ
イ
ン
ズ
〔
1
0
〕
序
文
o
－
o
・

（
2
6
）
　
ケ
イ
ン
ズ
〔
1
0
〕
o
■
山
竃
．

（
2
7
）
ケ
イ
ン
ズ
〔
8
〕
o
．
芽
〔
9
〕
き
一
．
H
1
事
ω
ー
ナ

　
〔
1
0
〕
第
十
三
章
、
第
十
七
章
、
注
〔
1
9
〕
参
照
。

（
2
8
）
ロ
ピ
ン
ソ
ン
〔
2
1
〕
や
H
隼
事
曇
－
十

（
2
9
）
ケ
イ
ン
ズ
〔
m
〕
事
ω
竃
1
ω
1
O
．
墨
H
1

（
3
0
）
ケ
イ
ン
ズ
〔
8
〕
や
芽
〔
m
〕
甲
8
．

f~ 
38 37 36 

v' 
35 
~l 

f~ 
34 
~l 

33 32 
r~ 
31 

ケ
イ
ン
ズ
〔
1
0
〕
O
、
曽
M
一

ケ
イ
ン
ズ
〔
1
0
〕
O
や
N
㎞
N
－
ひ
o
－
？
N
0
o
o
－

普
木
正
紀
〔
2
6
〕
勺
o
．
o
．
2
ー
ド

ケ
イ
ン
ズ
〔
1
0
〕
や
－
㎞
ω
・
O
勺
■
N
3
I
N
一

ケ
イ
ン
ズ
〔
1
0
〕
ラ
畠
～
ー

エ
シ
ャ
グ
〔
6
〕
〇
一
H
o
o
鵯
一

ケ
イ
ン
ズ
〔
8
〕
や
9
一

ケ
イ
ン
ズ
〔
8
〕
o
や
十
－
㎞
一
や
ω
－
1
＋

○
勺
．
N
0
0
ω
－
干

　
参
考
文
猷

〔
1
〕
＞
暮
き
宍
．
－
一
、
－
葦
＆
計
姜
一
釜
竃
邑
向
。
昌
。
髪

　
＞
冨
与
咀
亘
、
』
§
き
§
崇
o
§
§
ざ
尋
ミ
雨
§
H
ξ
♪
唱
．
H
－
H
o
．

〔
2
〕
冒
き
・
昌
－
勺
－
一
き
ミ
§
二
ざ
き
ミ
§
き
旨
匝
；

　
峯
害
邑
＝
彗
・
岩
萬
・
原
正
彦
監
訳
『
貨
幣
的
経
済
理
論
』
日
本
経

　
済
評
論
社
、
一
九
八
○
年
。

〔
3
〕
U
彗
募
昌
・
勺
・
一
、
冒
量
§
邑
邑
豪
艮
一
ぎ
寮
｝
屋
■

　
望
彗
冨
さ
旨
ま
旨
一
昌
昌
貞
p
■
ρ
昌
昌
2
ミ
晶
o
ぎ
目
篶
昌
．

号
這
算
彗
O
雲
旨
茎
9
旨
美
旦
婁
一
、
旨
ミ
§
“
呉

　
、
o
包
．
宍
ミ
§
包
§
向
s
§
ミ
鶉
一
宕
。
。
9
o
や
s
－
1
ω
§
．

〔
4
〕
冒
ぎ
ξ
ρ
、
ぎ
§
§
ミ
呉
、
・
ぎ
旨
一
Φ
享
ぎ
易
身

　
勺
H
①
窃
－
H
岨
蜆
唱
1

〔
5
〕
　
向
白
晶
・
向
－
一
、
§
§
ミ
ミ
§
ミ
“
ざ
宍
ミ
ミ
ク
国
鶉
－
里
o
o
－

　
－
・
奉
昌
・
岩
3
・
宮
崎
犀
一
訳
『
マ
ー
シ
ャ
ル
か
ら
ケ
イ
ン
ズ
ま

　
で
』
東
洋
経
済
、
一
九
六
七
年
。

〔
6
〕
雲
斥
二
．
－
婁
ζ
雰
ミ
ξ
き
§
ミ
§
§

19？
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○
邑
o
己
d
己
毒
邑
｛
軍
霊
㎜
一
岩
＄
．
江
沢
太
一
、
鬼
木
甫
共

　
訳
『
貨
幣
理
論
』
東
洋
経
済
、
一
九
六
九
年
。

〔
7
〕
　
｝
自
『
冬
－
o
ド
■
＝
：
O
目
H
－
二
〇
『
目
里
庄
o
冒
己
－
｝
ρ
o
o
o
目
津
雪
＝
■
o
μ

　
｛
叩
註
昌
p
、
ぎ
＞
目
o
き
穴
．
印
目
ρ
■
．
国
胃
色
o
■
（
＆
蜆
）
一
い
§
・

　
“
㌣
吻
｛
詩
　
旬
雨
吻
o
星
、
b
㎞
㌧
ミ
o
o
富
“
｛
o
；
、
、
o
o
軸
餉
ク
　
O
p
目
1
σ
ユ
｛
o
q
Φ
　
d
目
…
・

　
く
宵
9
身
句
冨
蟹
一
－
o
ミ
一
〇
〇
．
志
㎞
1
s
・

〔
8
〕
寄
着
員
－
峯
二
』
掌
§
』
§
ミ
§
き
ミ
射
害
ミ
一

　
峯
彗
目
旨
彗
一
岩
塞
．
中
内
恒
夫
訳
『
貨
幣
改
革
論
』
東
洋
経
済
、

　
一
九
七
八
年
。

〔
9
〕
嚢
着
o
蜆
二
－
峯
j
』
掌
§
一
ぎ
§
ミ
§
§
き
－
－
し
一

　
旨
豊
旨
已
竃
一
H
8
9
　
小
泉
明
、
長
沢
惟
恭
共
訳
『
貨
幣
論
』
東

　
洋
経
済
、
一
九
七
九
－
八
○
年
。

〔
1
0
〕
　
宍
o
｝
目
鶉
一
』
1
峯
二
H
ざ
O
§
ミ
s
，
H
ざ
o
ミ
ヘ
■
§
ミ
ミ
・

　
§
§
“
H
ミ
ミ
雨
包
ポ
ミ
～
ミ
§
ミ
一
旨
彗
昌
已
竃
一
H
8
α
、
塩
野
谷

　
九
十
九
訳
『
雇
用
、
利
子
お
よ
ぴ
貨
幣
の
一
般
理
論
』
東
洋
経
済
、

　
一
九
四
一
年
。

〔
u
〕
　
内
o
｝
自
窃
一
－
．
睾
二
H
ざ
o
o
§
o
“
邑
ミ
ミ
ぎ
砦
へ
㌧
き
ミ

　
ミ
ミ
s
s
ミ
宍
ミ
§
㎞
（
以
下
略
し
て
㌧
ミ
宍
）
一
く
o
－
・
ご
一
旨
苧

　
○
昌
川
二
顯
p
　
－
o
“
ω
．

〔
1
2
〕
　
穴
o
｝
自
9
一
－
．
旨
；
㌧
ミ
宍
一
く
o
－
．
H
ナ
宅
ご
・

〔
1
3
〕
　
肉
｛
篶
y
－
旨
－
一
㌧
ミ
き
き
－
・
N
“
岩
葛
・
一

〔
1
4
〕
　
■
o
；
胃
、
＞
．
句
．
一
＝
H
ぎ
向
窃
畠
饒
巴
市
8
鶉
ま
o
蜆
o
｛
冒
・

　
ま
篶
伜
顯
目
μ
雪
o
■
o
き
＝
c
ミ
ミ
“
ミ
膏
㌧
§
§
ミ
呉
向
s
ミ
o
ミ
軋
鶉
一

　
岩
竃
一
｝
や
旨
N
l
o
ω
1

〔
”
〕
　
峯
暮
蜆
ぎ
戸
＞
二
、
ぎ
§
書
－
雨
｝
g
掌
§
o
ミ
㎞
蜆
し
ま
二
8
o
・

　
馬
場
啓
之
助
訳
『
経
済
学
原
理
』
一
東
洋
経
済
、
一
九
六
五
－
七
年
。

〔
1
6
〕
　
旨
彗
白
巴
－
＞
一
ミ
§
§
O
ミ
き
“
§
＆
9
§
§
ミ
§
曽
暮
・

　
昌
｛
＝
嘗
p
　
H
0
N
ω
．

〔
〃
〕
　
旨
巨
一
－
1
ω
二
、
ミ
ミ
膏
茅
県
、
o
§
“
§
“
向
8
§
§
ド
N
ま
・

　
■
o
乱
昌
・
畠
箏
・
末
永
茂
喜
訳
『
ミ
ル
経
済
挙
原
理
』
岩
波
文
庫
、

　
第
三
巻
、
一
九
六
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年
。

〔
1
8
〕
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o
目
昌
一
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．
o
二
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ぎ
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も
呉
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ミ
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旨
竃
昌
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・
岩
♂
・

　
前
田
新
太
郎
訳
『
ピ
グ
ー
貨
幣
論
』
実
業
之
日
本
社
、
一
九
五
四

－
年
。

〔
1
9
〕
　
宛
〇
一
〕
彗
済
o
P
U
1
｝
ニ
ミ
§
ミ
一
H
o
序
一
■
o
目
o
o
P
崔
さ
・

　
安
井
啄
麿
、
熊
谷
尚
夫
共
訳
『
貨
幣
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
。

〔
2
0
〕
　
射
〇
一
〕
胃
駐
昌
一
b
－
声
一
卜
置
ミ
鶉
o
s
■
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書
§
㌻
、
ふ
§
札
・

　
ミ
享
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o
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o
p
宕
讐
・
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川
太
郎
、
高
本
昇
共
訳
『
経
済
原
論
講

　
義
』
東
洋
経
済
、
一
九
六
〇
年
。

〔
2
1
〕
　
弟
o
巨
冨
o
P
－
．
一
向
8
§
§
㌻
串
㎞
ミ
之
章
　
巾
鶉
－
固
o
o
尿
一

　
H
等
－
・
宇
沢
弘
文
訳
『
異
端
の
経
済
学
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一

　
九
七
三
年
。

〔
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〕
　
ぎ
o
彗
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一
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一
H
ぎ
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主
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軌
貰
雨
㎞
呉
、
o
§
ぎ
ミ
向
o
§
S
ミ

　
s
ミ
軋
H
§
s
ぎ
ぎ
■
昌
ま
p
H
o
。
ミ
．
堀
経
夫
訳
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』
雄
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書
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、
一
九
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二
年
。

〔
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目
昌
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』
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一
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東
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一
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〕
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』
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コ
般
理
論
』
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」
　
一
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論
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、
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十
五
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、
一
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年
。
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〕
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』
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。
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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橋
犬
挙
犬
挙
院
博
士
課
程
）

（77） 不確実性とケインズ経済学
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